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OGインタビュー
アーティスト　工藤 麻紀子さん

　小山登美夫ギャラリーに所属し活躍して
いるアーティストの工藤麻紀子さんは、本
学卒業生です。物語を感じさせる作品で高
い評価を得ていますが、学生時代は、どう
してもやる気が出なかったといいます。ア
ルバイトをしている時に偶然小山登美夫
ギャラリーと出会い、自分の描きたいもの
を見つけ、現在に至るまでのお話を伺いま
した。

ひたすら眠かった大学1年生時代
　私は、高校1年生になるまで、世の中に
美術大学というものがあることを知りませ
んでした。勉強もスポーツもだめでしたが、
絵を描くことだけは好きだったので、高校
2年生の夏休みに、予備校の夏期講習に
行って、初めてデッサンなどの基礎を勉強
しました。
　今は、女子美に入ってよかったと思って
います。のびのびしていて、自由に過ごす
ことができる学校でした。あまり友人は多
くいませんでしたが、今でも仲良くしてい

る友達がいて、連絡を取り合っています。
先生方は、結構作品をほめてくれました。
「ここはきっとほめて学生の才能を伸ばす
大学なんだ」と思っていましたが、やはり
ほめられるのは嬉しかったですね。
　でも、実は大学1年生の時はやる気が
まったく出なくて、ずっと家で寝ていたの
です。本当に眠くて眠くて起きられなくて、
ほとんど大学に行くことができませんでし
た。学校に行かないと親が心配するので、朝
1回家を出てから、母が仕事に出たところを
見計らって、家に戻って寝ていました（笑）。
試験の時に、友人が心配してメールをくれ
ましたが、どうしても身体が動かなかった。
今でもその友人に会うと、「あの時は本当に
ひどかったよ」と呆れられます。
　女子美での心残りは、卒業式に出なかっ
たことです。朝、身体が動かなくて、起き
られなかった。そしたら、仲のいい友達も
行ってなくて、お互いに駄目だった（笑）。
何年かして、卒業式の日に大学に行ったら、
みんなでコスプレとかをしていて楽しそう
だったので、ちょっと後悔しました。

「こういう絵を描きたい」と思うこ
とができた
　このままではいけないな～と思いながら、
夏休みになったある日、エレベーターの中
にアルバイト募集の張り紙を見つけて、都
心にある広告代理店の簡単な書類運びの仕
事を始めました。仕事の空き時間が中途半
端にあったのが幸いして、その時間を利用

して、『ぴあ』を見ながら銀座周辺のギャラ
リーをたくさん見て歩くことができました。
その時に、出会ったのが今お世話になって
いる小山登美夫さんのギャラリーです。そ
の頃は、今の清澄白河ではなく、佐賀町に
ギャラリーがありました。そこで、奈良美
智さんやミスターさん、川島秀明さんたち
の作品と出会い、絵がすごくきれいで感激
しました。それまで絵に対して抱いていた
イメージと違って、すごく楽な気持ちにな
れました。「こういう絵を描きたい」と思う
ことができ、自分に近い感じがしたのです。
　小山さんのギャラリーで、ある日作品の
横にきれいな蛾が止まっていたことがあり
ました。「虫が止まっていますよ」と小山さ
んに言うと、彼が、蛾をそっとつかまえて
窓の外に逃がしてあげたんです。それまで
ギャラリーの人って怖いイメージを持って
いましたが、「いい人なんだな～」と、心に
残りました。当時は、自分が美大生である
とも言わずに、ギャラリーに通っていたの
で、小山さんは、その頃の私のことはきっ
と覚えていないと思います。結局、書類運
びのアルバイトは半年位続いて、学校より
も時間をつかっていましたね。身体を動か
して働くことは苦にならず、その後も肉体
労働系のアルバイトばかりやっていました。

こっちの方が楽しいな、と思えた時
　その後、だんだんまじめになって、学校
に行くようになりましたが、何を描きたい
かということは具体的にはっきりしていま
せんでした。でも、課題とか、やることだ
けはやっておこう、という気持ちになりま
した。ある時、課題をやりながら画面のは
じっこに女の子の絵とか落書きを描いてい
たら、「こっちの方が楽しいな」とすごく
思って、キャンバスに描いてみました。そ
の絵を、村上隆さん主催の芸術道場という
コンテストに出品してみました。するとそ
の作品が、表彰式の時に、小山登美夫賞で
すと言われ、突然表彰台に呼ばれて驚きま
した。足がすごく震えたことを覚えていま
す。
　小山さんに名刺を頂いて、それからしば
らくして、急に小山さんから連絡がきて、
作品を見てもらうことになりました。でも、
作品ファイルの作り方もわかりませんでし
たし、作品も全部は写真に撮ってないので、
当時制作していた彫刻とか、絵を背負って
持って行きました。ファイルのページ数が

「きりかぶごめん」　2007 oil on canvas 194.0×259.0㎝
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足りないので、絵の一部を拡大したりして、
本当にダサかったと思います。すごく緊張
してうまく話せなくて、挙動不審。小山さ
んに「対人恐怖症なの？」と聞かれて、「あー
私って、対人恐怖症なのかも」とちょっと
心配になりました（笑）。その時は特にほめ
られるわけでもなく終わって、またしばら
く経ってから連絡をいただき、グループ展
に作品を出させてもらいました。

初めて自分の作品が売れて
　大学4年になって、「やっぱり就職か～」
と一瞬は思いました。でも、思っただけで
何も考えず、クリーニング工場などのアル
バイトをしながら、絵を描いていました。
学校では集団行動はまったくできませんで
した。それでも自分自身としては絵を描く
ことが楽しくなって、満足していましたね。
夏休みに大学に行ったら、アトリエに誰も
いなかったので、「ここで大きい絵を描い
ちゃえ」と思って、150号の作品を描いて、
それが卒業制作になりました。みんなより
早く描き上げてしまったので、夏休み明け
は、立体の作品をつくり始めました。女子
美の洋画は立体も学べるので、学校の林で
拾った木などを使って、コツコツつくって
いました。立体は削る感触とか匂いとか、
やってみるととても楽しかったですね。
　「まいご」という卒業制作は、卒業後に村
上隆さんが主催した「GEISAI」に出品して、
生まれて初めて売れた作品です。その連絡
を受けた時、嬉しいと思うよりも前に「あ
んな大きい絵を買う人がいるんだ」とびっ
くりして複雑な気持ちでした。しかも買っ
てくださったのが村上さんだと聞いてまた
びっくりしました。村上さんのアトリエを
訪ねた時に、飾ってくださっていたので嬉
しかったですね。　
　私は、自分の絵は手元に置いておきたい
と思いません。むしろ巣立って、遠くへ
行ってくれればいいと思っています。作品
は自分を鏡で見るような気持ちがして、正
直言ってちょっとしんどい。描き終わった
作品はじっと見られないのです。

駄目な学生の見本みたいだったけど
　初めての個展のことは、あまり記憶にな
いですね。卒業してしばらくしてからお話
があって、びっくりしました。現実感がな
くて、本当のこととは思えなかった。在学
中に描いた作品などを出しましたが、ほと
んど売れてギャラリーの人にも喜ばれて安
心しました。
　その後も本屋さんでバイトしながら、絵

を描いていました。2回目の個展の時は、
作品を一から描きためなければならなかっ
たので、少し自覚は出てきました。今は、意
識としてはやはり仕事として絵を描いてい
ます。締め切りがないと途方に暮れてしま
います。やはり描いて誰かに喜ばれると嬉
しいですね。アパートに住んで作品づくり
をしていますが、作品をつくる場所の問題
は結構重要で、作家同士で会うと「家広
い？」って必ずお互いに聞き合っています
ね。その点、大学の環境はとても恵まれて
いたなと思います。
　個展の時も今でも、小山さんからは、何
かテーマを与えられたり、何点描くように、
というようなことは言われません。自分は
本当に駄目な学生の見本みたいでしたが、
大学時代、楽しくやれたのでよかったと
思っています。1回就職して、社会のこと
とか勉強すべきだったかなと思うことはあ
ります。でも、就職してもしなくても、絵
を本当にやりたければ、絵をやればいいの
だと思います。

描きたいものが集まってくる
　私の描く絵には、具体的な物語はなくて、
見る人が自由にお話をつくってくれたらい
いな、と思っています。タイトルは、大体
描いている途中で思いつくことが多いです
ね。あまり、タイトルやテーマを決めてか
ら描くことはありませんが、描きながらタ
イトルが思いつかない時は、大体失敗して
います。あと、うまくいかないときは、描
き始めるタイミングを間違えたかなと思い
ます。描き進めるタイミングも大切かもし

れないですね。
　普段は、いつも落書きみたいにノートや
その辺にある紙切れに絵を描いています。
大きな作品は、さあ描くぞ！と思わないと
描けないので、それとは別にいつも何かを
描いてます。作品のアイディアを言葉にす
ることはあまりないですね。そうしている
うちに、いつのまにかいろんな描きたいも
のが集まって来るのです。そこで、描き始
めるのですが、そのタイミングが早すぎて
も、遅すぎてもだめです。描きたいものが
完全に集まりすぎても調子が悪いんです。
色については、散歩をしながら写真を撮っ
て、それをプリントしたものを眺めながら
決めています。私は印刷物が好きなので、
雑誌とか写真とか、コピーとか印刷された
ものに強く惹かれます。自分の作品も、実
物より雑誌に小さく載ってたりすると、も
のすごく嬉しいです。そういうのは、何回
も何回も見ちゃいます（笑）。

「まいご」　2001 oil on canvas 182.0×238.0㎝

工藤 麻紀子（くどう まきこ）
1978年青森生まれ。
2002年、芸術学部絵画科 洋画専攻（現絵画学科 洋画専攻）卒。
同年に小山登美夫キュレーションによるグループ展『フラジャ
イル・フィギアズ』（パレット・クラブ）、村上隆キュレーショ
ンのグループ展『東京ガールズブラボー』（ナディッフ、東京
／マリアン・ボエスキー・ギャラリー、ニューヨーク）に出展。
その他の主な展覧会に『タイム・オブ・マイ・ライフ　永
遠の少年たち』（04年、東京オペラシティアートギャラ
リ ー）、『MATRIX213:Some Forgotten Place』（04年、
University of California, Berkeley Art Museum & Pacific 
Film Archive、カリフォルニア）、『Pretty Baby』（07年、
フォートワース近代美術館、テキサス）など。

小山登美夫ギャラリー
小山登美夫氏が、1996年にオープンしたギャラリー。東京藝
術大学藝術学科出身の小山氏は、西村画廊、白石コンテンポ
ラリーアートを経て独立。村上隆、奈良美智などの現代アー
トの作家と親交が深く、多くの展覧会を企画・開催している。
単独で海外のアートフェアにも積極的に参加し、日本の現代
アートを世界に発信しているギャラリーであり、日本の新しい
アートシーンをリードしている。また、2007年から「ART 
AWARD TOKYO」というプロジェクトの選考委員を務め、
美大の卒業制作展から作品をスカウトし展覧会を行うなど、若
手作家の発掘・育成にも積極的に取り組んでいる。
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　10月14日、本学メディアアート学科客
員教授であり映像作家のズビグニュー・リ
プチンスキー先生と東京藝術大学大学院映
像研究科アニメーション専攻教授でありア
ニメーション作家の山村浩二氏の対談が実
現しました。会場には学内外からたくさん
の聴講者が集まり、お二人のお話に耳を傾
けていました。
　まずお二人の作品が紹介され、本学大学
院教授の為ヶ谷秀一先生の司会で対談が進
められました。ここに対談の一部をご紹介
します。

いかに見ている側に作品の世界を
信じ込ませるか
為ヶ谷：映画制作でも、アニメーション制
作でも、ストーリーテリングが大事だとい
うことが最近よく言われています。お二人
はどのように考えていますか。
山村：ストーリーというのは、受け止める
側によって幅のある言葉なんですね。映像
は実体のある絵画や彫刻といった、いわゆ
るファインアートとは違って、見ている時
は体感としてその世界を味わうわけですが、
見終わってしまうと消えてしまう。見てい
る時だけ映像の世界というものを感じるわ
けですから、そこでいかに見ている側にそ
の世界を信じ込ませ、また作る側はそこに
自分の考えや、何を伝えていかなければい
けないのかということに、自覚的に指揮す
るということが、ストーリーテリングとい
う部分では大切だと思います。
為ヶ谷：一方でリプチンスキー先生は、台
本もなく即興で映像を作り出しますよね。

リプチンスキー：一般的に映像制作は、台
本を準備して、それを撮影して、それから
編集するといった手順を踏みます。こうし
て撮影しながら私が気づいたことは、「カメ
ラの前にある対象物を、撮影する前にビ
ジュアライズした方がもっと面白いのでは
ないか」ということです。そこで、当時私
が利用できたあらゆる技術を駆使して、台
本をその場で作りながら撮影し、編集し、
その場でその結果を見ていくということを
始めました。こうして作った作品の方が、
伝統的な映像制作よりもずっと興味深いも
のができると思ったのです。また、こう
いったやり方が最も実践的で、映像作品に
おける新領域を開拓できる方法ではないか
と私は考えています。
為ヶ谷：山村先生はズビグニュー先生の作
品を見て、どのようにお感じになりますか。
山村：もちろんいくつかの作品は、そのよ
うに即興で作られているというのはすごく
共感できます。しかし、例えば僕らが最初
に知ったリプチンスキーさんの作品である、
「タンゴ」や「4次元」、「メディア」という
作品を見たときには、非常に用意周到にシ
ナリオや合成の仕方や、テクニックといっ
たものを考えた上で、緻密に作品を作る作
家ではないかなとイメージを持っていたん
ですが。
リプチンスキー：私は制作に取り掛かる時、
構成は決めるのですが、特にストーリーは
決めません。映像作品を通して、何かメッ
セージや、ストーリーを伝えるということ
は考えていないんです。私はいつも、技術
的な実験、ナラティブの実験、言葉の実験
といったスタンスで作品制作に取り組んで
きました。と言うのも、作品を通して何か
メッセージを伝えるには、私はまだナイー
ブすぎると思うんです。急がなくても、自
分が言いたいことを伝える作品を作る時間
は、まだまだあると思っています。
為ヶ谷：ズビグニュー先生は、山村先生の
作品を見てお考えになったことはあります
か。
リプチンスキー：日本的な作品で非常に素
晴らしいと思いました。幻想的で、何とな
く写真的なイメージもある、クラシックな
手描きのアニメーションという印象を受け
ました。カフカの作品は、人や空間が歪曲
されていて、素晴らしい技術だと思います。

対談の前に山村氏の代表作品が上映されました

山村：ズビグニューさんもカフカについて
長編のフィルムを作っているかと思うんで
すが、ポーランドのお生まれなので、カフ
カの精神世界というのはよりシンパシーと
いうか、近いものを感じられているのでは
ないでしょうか。
リプチンスキー：フランツ・カフカ自身に
ついては、私は非常に尊敬しています。な
ぜかというと、彼は実験的な文学を書き、
そういった文学を確立したいと常に試みて
きた方だからです。20世紀にこういった
実験的な試みをやっていた芸術家は非常に
少なかったのです。
　私の作品については、複雑な技術を使っ
て作りました。編集段階というものをほと
んどなくして、当時の私にとって、最も進
んだ技術を使って作った作品です。

山村 浩二氏

次の新しいステップと作品の質
為ヶ谷：山村先生もグランプリを取られた
アヌシーのような国際コンペティションに
応募をしてくる作品というのを、どのよう
な感じでいつも見ておられるのか伺いたい
のですが。
山村：2000年以降に、ショートフィルム、
アニメーションやコンピュータグラフィッ
クの作品は爆発的に増えました。一つの要

芸術学部メディアアート学科 主催
ズビグニュー・リプチンスキー先生×山村浩二氏 特別対談Lecture 1
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因は、パーソナルコンピュータ、あとはCG
の普及で、そういったものを教える大学が
世界中に増え、そして学生の作品が増えた
ことです。
　実際にショートフィルムの歴史を振り返
ると、ディズニーが世界中を制覇していた
時代を経て、60年代の終わりぐらいに、
チェコをはじめ各国で国営のスタジオが設
立されました。作家性の強い、良質な短編
のフィルムが非常に多く作られましたが、
社会主義の崩壊と共にそのような制作も厳
しくなり、制作者はより幅広い層に広がっ
ていったのです。彼らの作品の傾向は、一
言でまとめられないようなタイプで、それ
が今、次の新しいステップにどう進んでい
くのか、僕は見守っていきたいところです。
為ヶ谷：今年、リプチンスキー先生は審査
員の1人としてアヌシーに行っております
が、今年のアヌシーを見てどうお考えにな
りましたか。
リプチンスキー：これは私だけの意見では
ないのですが、全体的に今年の作品は非常
に弱い。グランプリ作品はよくできていた
んですが、ただ、内容に新鮮な驚きがあっ
たとか、新しい映画だったかというと、そ
ういうことでもなくて、かなり保守的で従
来の伝統的な作品でした。
　どうしていろいろな学校ができて、新し
いテクノロジーがみんな扱えるようになっ
たのに、こういう悪い傾向が出ているのか
というと、画像の美学的な観点が1930年
代的なんですね。グレーとか白黒の画像が
多い。非常に低いレベルの技術を使ってい
る。あと、作品の主役が、ネコとかネズミ
とかの動物であることが多い。画像的に
ちょっと醜いというか、あまり綺麗でない
と思いました。

世界の将来がどうあるべきかを示
す集団になってほしい
為ヶ谷：だいぶ厳しい話もありますが、今
日集まっている学生たちに将来に向けて何
かメッセージをお願いします。
山村：僕も確かに量の割には非常に質が悪
くなっているというのは、リアルな実感な
んです。先ほど美学という話が出ましたが、
やはりものを作るためには、それぞれが自
分自身の美学を確立する必要がある。そう
いったものが確立しないままに、手軽に画
像が作れてしまうという状況が、一つは問
題なのではないかなと思います。
　やはり本当に気持ちの中に表現したい、
何かを形にしたいという思いがないままに、
逆にテクノロジーに引っ張られて、何か

ちょっとできるからやってみようというよ
うな、気軽なところでアプローチしてしま
う。それは非常に問題なのではないかと思
います。だから、みんさんにはもう一度自
分の気持ちの奥の方を見て、本当に自分が
何か表したいものがあるのか。その形があ
るのかというところをまず見つけてほしい
と思います。

ズビグニュー・リプチンスキー先生

リプチンスキー：私から皆さんへのアドバ
イスは、新しいテクノロジーの発展に参画
していってほしいということです。早く有
名になりたいと思っている方、ちょっと辛
抱してください。メディアアーティストは、
場合によっては何十億もの人にメッセージ
を届けることができますので、本当に専門
分野として極めなければいけない分野なん
です。アーティストは世界を批判するため
でなく、世界をクリエーションしていくた
めにいるんだと思います。科学者やコン
ピュータプログラマー、医者といった社会
の他のエリート集団と一緒になって、いろ
いろな新しいテクノロジーに関与して、そ
してこの世界の将来がどうあるべきかを示
すぐらいの集団になってほしいと思います。
社会のアバンギャルドな集団として、世界
を美しくしていくために努力をすることは、
アーティストにとってとても重要だと思い
ます。
　もう一言。現代アーティストにとってコ
ンピュータプログラミングは基本中の基本
です。プログラミングの言語というのは非
常にシンプルなものなので、みなさん自分
のために積極的に学んで、より素晴らしい
ものを作り出せるよう、プログラミングの
可能性を探っていってほしいと思います。

夢は何ですか?
　対談も終わりを迎えようとしたそのとき、
会場から質問が。「お二人の夢をお聞かせく
ださい」

Zbigniew Rybczynski
（ズビグニュー・リプチンスキー）
1949年ポーランド生まれ。ウッチ映画大学撮影科卒
業。1970年代初頭からヨーロッパ諸国や米国でフィル
ムディレクターとして活躍。1980年作品『タンゴ』で
はアカデミー賞最優秀短編アニメーション賞を受賞。
1990年作品『オーケストラ』ではエミー賞特撮部門賞
を受賞。米国、日本、およびヨーロッパの著名な映画祭
で栄えある賞を多数受賞し、世界的に高い評価を受けて
いる。また、ハイビジョン技術のパイオニアの一人でも
あり、最新の技術を使った映像作品を制作。現在、アメ
リカで製作会社ズビッグ・ヴィジョンを主宰。2006年4
月より本学メディアアート学科客員教授。

山村 浩二
1964年名古屋市生まれ。東京造形大学絵画科卒業。多
彩な技法で短編アニメーションを制作。国際的な賞を多
数受賞。2002年作品『頭山』が国際アニメーション映
画祭の最高峰、アヌシー、ザグレブ、広島をはじめ6つ
のグランプリを受賞、第75回アカデミー賞にノミネー
トされる。また2007年作品『カフカ田舎医者』がオタ
ワ、シュトゥットガルト、広島など７つのグランプリを
受賞。他の代表作は『カロとピヨブプト』（1993）、『パ
クシ』（1995）、『ジュビリー』（2000）、『年をとった鰐』

（2005）など。ヤマムラアニメーション代表、Acme 
Filmworks契約監督、国際アニメーションフィルム協
会日本支部理事、日本アニメーション協会副会長、東京
造形大学客員教授、東京藝術大学大学院映像研究科アニ
メーション専攻教授。

山村：僕はアニメーションのショートフィ
ルムを作ることにずっと時間を捧げてきた
ので、やはりそのアニメーションの表現、
そのメディアの中での一つの到達点という
ものを、何とか自分の手で形にしたいなと
いうことで、作品を作り続けていきたいと
思っています。
リプチンスキー：今後、私が考えているこ
と、見ていること、感じていること、ビジュ
アライズはできないけれど頭の中で考えて
いるイメージとか、そういったことを対象
に、制作していきたいと思います。本当に
たくさん伝えたいストーリーが頭の中に
あって、いつもいつも、それをどうやって
見せて、どうやってキャプチャーするかと
いったところが、非常に難しいところだと
思っています。
　もちろん実験的なことを行っていくこと
もとても重要だと思います。即興で作品を
作っていくということは、人生のように1
回しかないライブで生きるということを、
こういった芸術的な創作活動の中に採り入
れていく、非常におもしろいことだと思う
からです。

対談前にリプチンスキー先生の代表作品が上映されました
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Festival

　10月24日～26日の3日間、杉並・相模
原キャンパスで女子美祭が開催されました。
今年の相模原キャンパスのテーマは「羽化」、
杉並キャンパスのテーマは「レトロ」です。
　相模原キャンパスのゲストはアートディ
レクターの服部一成さん、「賭博黙示録カイ
ジ」の作者・福本伸行さん、「ブラックジャッ

クによろしく」の作者・佐藤秀峰さん、ダ
ンサーの森山開次さん、杉並キャンパスの
ゲストはアートディレクターの大岩 Larry
正志さん、ジャパンキルト作家で本学卒業
生の服部早苗さんでした。期間中雨に見舞
われる場面もありましたが連日大盛況で終
えることができました。

Festival 女子美祭2008 杉並キャンパス
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International
International 1

International 2

2008年度バーミンガム・アート・デザイン学院海外サマー・スクールの報告

フィンランドからの留学生

　学術交流協定大学であるバーミンガム ･
アート ･デザイン学院（イギリス、以下
BIAD）において、8月4日から8月29日ま
での26日間にわたって海外サマー・ス
クールが実施されました。このスクールは、
本学とBIADが共同で企画した美術・デザ
インの実技授業を中心に構成されており、
今年で5回目となります。今回は29名（大
学院修士課程1名、芸術学部26名、短期大
学部2名）の学生が参加しました。出発ま
でに英国の生活情報に関するオリエンテー
ションや事前指導、外国人講師による英語
研修を約2ヶ月にわたって受講し、スクー
ル参加に備えました。

第1週目　自己紹介プロジェクト＋ロンド
ン文化小旅行

　自己紹介プロジェクトでは、まず、予め
準備されたボーリングピンのような石膏柱
に “自分” を象徴する絵や柄を描き込みま
す。これを教員や他の学生に向けてプレゼ
ンテーションし、自分がどういう人物であ
るのかを紹介しました。
　金曜日のロンドンへの文化小旅行では、
一日をかけて美術館や歴史的建造物を巡り、
英国の歴史と今を芸術という切り口から体
感しました。週末にかけてほとんどの学生
が滞在を続け、自分だけのロンドン・デイ
ズを楽しみました。

　学術交流協定大学であるエブテク応用科
学大学アート・デザイン学院（フィンラン
ド）学生のシリ・フオヴィラさんが協定外
国人留学生として4月14日から7月22日
まで本学芸術学部工芸学科にて学びました。
染コース2年次と3年次の授業に参加し、
染における日本独自の技法や表現方法への
理解を深めました。留学期間終了後の学科
主催送別会では、その強い向学精神を称え
る言葉が彼女に送られました。

　私はフィンランドでテキスタイルデザインを勉強
していて、日本でテキスタイルの新しい技法を学びた
いと思っていました。私にとって日本はエキゾチック
な国で強い関心を持っていて、違う文化や人を知るの
が好きな私は今回の日本行きを決意しました。
　女子美での勉強はとても面白くて、大学にいること
が好きでした。人々がとても協力的でフレンドリーな
ので、ここでの生活には驚くほど簡単に慣れることが
できました。
　女子美はエブテクとはかなり違っていました。女子
美では技法を学ぶことがフォーカスされているのに
対し、エブテクではデザインやコンセプトを考えるこ
とに比重が置かれています。自分の視点を変える体
験ができたことはとても良かったと感じています。

第2週目　トウキョウ・ロンドンプロジェク
ト＋素材実験＋ビデオブースプロジェクト
　前週の訪問で感じ取ったロンドンとトウ
キョウの類似点と相違点に着目し、与えら
れた素材（なんとパン、パスタ麺、お菓子
など！）を使って、3グループに分かれて
2都市を表現しました。もちろん、プレゼ
ンテーションの後は、みんなでおいしく
「いただきます！」。
　素材実験は女子美での自専攻以外で使わ
れる素材や技法を経験できる絶好の機会で
す。木、石膏・粘土、テキスタイル（布・
糸）、版画での作品制作を試みました。ビデ
オブースプロジェクトは、各自が自由に
テーマを決めて1分間の映像作品をつくる
課題です。アニメーション、コンセプチュ
アル、実写など、個性的で完成度の高い作
品が出来上がりました。

第3週目　修了制作
　修了制作ではこれまでの授業で体験して
きたこと、特に第2週目の素材実験を基に、
異なる素材を組み合わせて集大成の作品を
制作します。学生たちは限られた時間の中
で、英語でのやりとりに苦戦しながらも積
極的に取り組みました。お菓子の家やゴム
素材のドレスなど、海外サマー・スクール
ならではのユニークな作品が多く見られ、
プレゼンテーションの場は楽しいものとな
りました。

第4週目　リバプール文化小旅行＋修了式
　この小旅行ではナショナルトラストに登
録されているスピーク・ホール（チューダー
調のマナーハウス）、テート・リバプール美
術館のクリムト展、英国最大規模の聖堂で
あるアングリカン大聖堂を訪れました。
　最終日はビデオブース・プロジェクトで
制作した作品の上映に続き、修了式が行わ
れ、各人に修了証書が授与されました。式
の後にはお世話になった先生方と記念写真
の撮影をし、別れを惜しみました。

自己紹介プロジェクトでのプレゼンテーション

トウキョウ・ロンドンプロジェクトの講評会

終了制作プレゼンテーション

ビデオブースプロジェクトの作品編集

素材実験（木工）

シリ・フオヴィラさんの留学レポート
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Close up
クローズアップ④
ファッション造形学科 3年有志　ファッションショーClose up

　ファッション造形学科3年生による
ファッションショーは毎年恒例、女子美祭
の目玉企画です。今年は37人の有志によ
る参加で10月26日に実施され、大成功を
収めました。そこでショーの企画を担当し
た学生5人にお話を伺いました。

コンセプトは 
「かたちの たしざん ひきざん」
　企画チームは4月から動き出していまし
た。全員にアンケートをとり、皆の気持ち
を満足させる内容にするために週2回、放
課後に居残りコンセプトを話し合いました。
決まったことは「かたちをみせるショーに
しよう」ということ。説明しないとおもし
ろさが伝わらないというものではなく、普
段のものづくりからも感じるデザインの良
し悪しの感覚を、思考ではなく視覚でみせ
ることに重点を置きました。
　普通「かたち」というと物体の輪郭だけ
を想起します。でも視覚で認識しているの
は輪郭だけではなく、人は色や質感によっ
てもその物体が何なのかを判断しています。
よって「色」「素材」「形態」その3つが揃っ
て「かたち」であると考えました。
　現在のデザインの世界では「よりシンプ
ルに」という風潮があり、「ひきざん」のデ
ザインが良いとされる傾向にありますが、
ファッションデザインは「たしざん」のデ
ザインも良いとされる分野なのではないか
と考え、両方の良さを楽しんでみてもらえ
るように、自由な発想をつくりだす「かた

ち」の工場というイメージでショーを行う
ことになりました。
　衣装は４つのテーマに基づいています。
サイズやボリューム感によって身体の見え
方を表現する「シルエット」、襟やカフスな
ど衣装のパーツで表現する「パーツ」、刺繍
やビーズ、テキスタイルプリントを生かし
たグラフィカルな展開をする「装飾」、普段
は衣装に使わない素材を実験的に使う「素
材」。それぞれのテーマの中で「たしざん」
「ひきざん」を表現しています。
　そしてどの衣装も「たしざん」と「ひき
ざん」で1セットになっているためモデル
は必ず2人ずつで歩きます。ベルトコンベ
アーでモデルを運ぶイメージの会場構成に
なっており、「たしざん」「ひきざん」それぞ
れにランウェイがありました。

ショーは人と人との関わり
　ショーの準備は普段の授業と平行して行
われます。営業チームが企業をまわり協賛
金を集め、広報チームがDM・パンフレッ
トの制作発注をし、さらにモデルの管理や
資生堂のヘアメイクさんとのやり取りなど、
学外へ関わることも多くなり、「企画・運営
のやり方、成り立ちがわかる良い経験だっ
た」と宮田さんは語ります。外との関わり
を持つことで「友達付合いとは違う、一つ
のショーを成功させるというプロ意識が皆
の中にあったと思います」と林さん。「また、
全体を見渡さなきゃいけないという、余裕
を持とうっていう意識がありました。課題
制作は自分だけですが、ショーはたくさん
の人が関わっています。自分の仕事の遅れ
が全体に影響してくるから。」どんどん結束
力は固まっていき「頼りになるのは自分と
仲間だけでした。一度目のリハーサルの時
にあまりにもダメかもしれないと思ったこ
とがあったのですが、それをいいものに変
えていくのも自分たち、何もしないでダメ

にしてしまうのも自分たちで、誰かが良く
してくれるわけではない。これだけお金を
かけた大きなことを自分たちだけでするっ
ていうのは重圧でしたが授業ではできない
経験をさせてもらいました」と長鶴さんも
続けます。

やっと終わった
　ショーが大成功に終わり、一番に感じた
ことは「やっと終わった」だったと語る企
画チーム。それだけスタッフ37人を一つ
のゴールに導くことに気を張って過ごして
きました。「企画という、皆を仕切る立場な
ので、スタッフのモチベーションを上げる
こと、それぞれの良さをいかに引き出して
まとめていくかが勉強になりました」と北
澤さん。「それにファッションに関して、も
のをつくることに関してのディベートをす
る機会が今までなかったので、ディスカッ
ションの場になっていたことが良かったで
す。スタッフにコンセプトを伝え、理解し
てもらい、いかに全員で感覚を共有してい
くか。衣装、舞台をはじめとする作業チー
ムの誰かが『わからない』といえばすぐに
説明しにいく。そのやりとりを100％で
やってきたから形になったのだと思います。
その部分を曖昧なままにしていたら、でき
なかっただろうし、こんなにも充実感はな
かったと思います。」そう語る彼女たちの表
情はやりきったという自信に満ちたもので
した。

スタッフとモデル大集合。おつかれさまでした！

左より宮田徳子、北澤友理、高橋涼子、林凡乃、長鶴司

女子美ファッション造形学科研究室ウェブサイト
http://www.joshibi.net/fashion/
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　10月9日、10号館1011教室にて、仲
條正義先生の特別授業がおこなわれました。
授業参加者はデザイン学科の学生26名で、
他に聴講のみの参加者が20名いました。
授業参加者にはあらかじめ課題が出されて
おり、その完成作品を仲條先生が中心とな
り同学科教授の奥村靫正先生、准教授の淺
野晃成先生、林規章先生らが一点ずつ講評
するものでした。
　課題内容に対して仲條先生は「自分の若
い頃はデザインといってもカラーのプリン
トもないし、写真の使い方もわからなかっ
たから、自分で絵を描いてそこに文字を入
れてポスターを作っていました。絵画など
に比べ、デザイン・イラストはまた少し
違った世界です。ドキッと胸にくるような
ものを描くのは難しいですが、課題として
は面白いと思い、イラストレーションを扱
う課題にしました。」

　制作の条件は花椿連載中の『アンクル・
リーマスの語った話』の7話の中から1話
を選び物語の場面・イメージを描くという
もの。サイズは B3とし、絵の中にタイト
ルや著者名などの文字要素をデザインして
いれること。出典は雑誌だが雑誌掲載の体
裁は考慮せず、ひとつのイラスト作品とし
て仕上げることなどがあげられました。
　講評会の総評では今回は動物が出てくる
物語を選んでのイラストレーションを描く
という課題だけに、一般的な動物のイラスト
をダイレクトに描いてくる学生が多いこと
を指摘されていました。しかし、だからと
いって、物語からあまりにもかけ離れた独り
よがりの絵を描くというのではなく、100
人が見て同じストーリーをイメージできる
ものでなければならないとも仰っており、先
生のお話を熱心にメモする学生の様子が見
受けられる印象的な授業となりました。

プロフィール
仲條正義（なかじょう　まさよし）
1933年東京生まれ。1958年東京藝術大学美術学部図案科を
卒業。資生堂に入社、宣伝部配属となる。
1959年同社を退職し、株式会社デスカに入社。1960年フ
リーランスとなり、のち、株式会社仲條デザイン事務所を設立。
主な仕事には、長年手がけている資生堂 PR誌「花椿」、ザ・
ギンザ、タクティクスデザインのアートディレクション・デザ
インのほか、松屋銀座、ワコールスパイラル、東京都現代美術
館、細見美術館（京都）CI 計画、資生堂パーラーのロゴタイ
プとパッケージデザイン、GRANDUO（立川）のロゴ、東京
銀座資生堂ビルのロゴとサイン計画などがある。
これまでにADC賞、ADC会員最高賞、ADC原弘賞、勝美勝賞、
TDC会員金賞、毎日デザイン賞など多数受賞。1998年には
紫綬褒章を受章。

仲條先生のコメント：文句無しに良いと思う。味っていうものはこうい
う所までいかないと駄目なんですよ。
作者コメント：とても楽しかった。課題は何度か作り直して、最後は2日
で仕上げた。自分の中で新しい表現方法を発見した。プロダクトデザイ
ンを専攻しているので普段使わない部分の脳みそを使って作ったよう
な気がする。爽快感を感じた。

左から林先生・仲條先生・淺野先生・講評を受ける学生・奥村先生 熱心に聴講する学生達

最優秀賞をとった3年プロダクトデザインコースの野島三奈子
さん。おめでとう！

デザイン学科 客員教授
仲條正義 先生 特別授業Lecture 2

文化政策とCCDセミナー〈持続可能な文化発展〉
　11月22日に、13号館1312教室で、本
学が共催する「文化政策と CCDセミナー
〈持続可能な文化発展〉」が開催されました。
　グローバル化による生活や文化の画一化
が進む現代社会の中で、本当の豊かさとは
何かが問われています。一人一人が自分の
文化を大切にし、同時にこのコミュニティ
のつながりのなかで生きていくことができ
る社会づくりが求められています。こうし
たなか、アートの力を活かし、人と人を繋
ぐ、コミュニティを再生させる取り組みが
始まっています。セミナーの基調講演では、
1970年代からこの問題に取り組んでい
るオーストラリアの多様なコミュニティに
対するアートを通した支援活動が紹介され
ました。また日本においても文化政策のな
かで、こうした取り組みがどう位置づけら

れるか、そして人間が生きやすい未来、公
共をつくるうえで、アートは何ができるの
かについて、4名から報告がありました。
中でも、韓国からの留学生の本学芸術学科
4年の辛 恩僖さんが、本国での体験から日
本で学んでいるということ、韓国の障害者
の状況を報告しました。また、女子美がこ
れまでに取り組んできた創造的解決の記録
を紹介展示しました。
� （芸術学部 芸術学科教授　面出 和子）

※ �CCD（Community Cultural Development：コミュニティの
文化による発展）

　�　オーストラリア・カウンシル（Australia Council for the 
Arts）が提唱し、コミュニティアートの実践から発展しました。
ここでいうコミュニティとは、文化的背景や興味、関心によるコ
ミュニティ、または地理的なコミュニティを指します。オースト
ラリアでは、アボリジニや移民、性的マイノリティ、障害のある
人など、これまで社会から排除されがちであった人たちの文化
的生活をアートの力によってエンパワーメントし、発展させて
いくことが政策によって支援されています。

辛 恩僖さん（芸術学部芸術学科4年）

Report

http://match.seesaa.jp/afr.pl?hid=25&sid=touch:000279623555&k=%E3%82%B3%E
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バス停とぶどう箱デザインで町づくり

第２回こどもアニメーションフェスティバル開催

メディアアート学科卒業制作が世界各国で上映

　本学と長野県高山村、須高ケーブルテレ
ビが長野県高山村の活性化とあらたな町づ
くりを目指し事業展開をすすめている産学
官連携事業、高山村プロジェクト。2006
年から、高山村をフィールドとして村の原
資源である自然や環境、観光、温泉、農業
などを、アートやデザイン・映像などで表
現してきました。3年目にあたる2008年

は村内7ケ所のバス停の外壁が色あせてき
たため、新しいデザインで描きなおしまし
た。外壁のデザインは高山小学校、高山中
学校の生徒と本学の学生から募集を行い、
創造性に溢れる約300点の作品から審査
を行ない、13点のデザインを決定し、メ
ディアアート学科の1年生約80人が8月
末と9月初旬の2回にわたり高山村を訪れ、
小学生、中学生とともにペイント作業を行
いました。バス停内には、バスの待ち時間
に高山村のポスターや美術作品などを楽し
めるコーナーも設置されています。
　また、JA須高高山支所ぶどう部会より、
ぶどうを入れる化粧箱（2㎏と4㎏）のデザ
インを依頼され、メディアアート学科3年
生の柳澤杏奈さんと高梨瑛美子さんのデザ
イン作品が採用されました。2008年の秋
から実際に使われています。

　こどもたちに見てほしいアニメーション
と、こどもが作ったアニメーションをテー
マにした、こどもアニメーションフェス
ティバルが、女子美祭期間中の10月26日、
女子美術大学で開催されました。全国から
の応募作品は56点に達し、その中から選
考した作品19点が上映されました。アニ
メーション作家の古川タクさん、女子美卒
業生でイラストレーターの水谷さるころさ
ん、音楽家のイトケンさん（写真左より順）
の3名の審査員による厳正なる審査の結果、
グランプリと3名の優秀賞が選ばれました。

また、招待作品としてフランスのアニメー
ションスタジオ「Folmage」の作品、活躍
中の女性作家の作品も上映されました。

　2008年メディアアート学科卒業生の
卒業制作作品が世界各国の短編映画祭やア
ニメーションフェスティバルでコンペティ
ションにノミネートされ上映されました。

左より化粧箱	2㎏デザイン：柳澤杏奈さん
	 4㎏デザイン：高梨瑛美子さん

地元の小学生たちと一緒に作業

今回採用されたバスストップデザインの原案、女
子美生の作品は7点入っている

「カベとボク」：川崎杏子（芸術学部メディアアート学科卒）
立体アニメーション
■�第8回ラピュタアニメーションフェスティバル：東京／日本
　パノラマ部門上映（2008.3.20-23）
■�第6回芸術科学会展：東京／日本
　デジタル映像部門最優秀賞（2008.3.28）
■ �ANONIMUL International Independent Film Festival：スフ

ントゲオルゲ／ルーマニア
　フィクション＆ショートアニメーション部門ノミネート
　（2008.8.11-17）

「きのこのショコラ」：小泉雅恵（芸術学部メディアアート学科卒）
立体アニメーション
■第8回ラピュタアニメーションフェスティバル：東京／日本
　パノラマ部門上映（2008.3.20-23）
■第6回芸術科学会展：東京／日本
　デジタル映像部門入選（2008.3.28）
■ �ANONIMUL International Independent Film Festival：スフ

ントゲオルゲ／ルーマニア
　フィクション＆ショートアニメーション部門ノミネート
　（2008.8.11-17）
■ �CONCORTO Film Festival：ポンテヌーレ／イタリア
　CONCORTO Kidsノミネート（2008.8.27-31）
■�第3回札幌国際短編映画祭：札幌／日本
　特別上映（2008.9.10-15）
■ �VI I Open St .Petersburg Student F i lm Fest iva l 

"Beginning"：サンクトペテルブルク／ロシア
　コンペティションノミネート（2008.9.25-30）
■ �The Carrousel international du film de Rimouski：リムス

キー／カナダ
　コンペティションノミネート（2008.9.28-10.5）
■ �International Film Festival For Children And Young 

Audience "Schlingel"：ケムニッツ／ドイツ
　アニメーション短編コンペティションノミネート
　（2008.10.13-19）
■ �Uppsala International Short Film Festival：ウプサラ／ス

ウェーデン
　子供部門コンペティションノミネート（2008.10.20-26）
■ �International Festival of Animated Film Banja Luka：バ

ニャルーカ／ボスニア・ヘルツェゴビナ
　パノラマ子供部門上映（2008.10.22-27）

「Precious place」：高橋技花（芸術学部メディアアート学科卒）
平面アニメーション
■ International Odense Film Festival：オーデンセ／デンマーク
　子供部門ノミネート（2008.8.19-24）
■ FRESH FILM FEST：カルロビ・バリ／チェコ
　パノラマ部門上映（2008.8.27-31）
■ �Auburn International Film Festival for Children and Young 

Adults：シドニー／オーストラリア
　Tadgell's Bluebell名誉賞ノミネート（2008.9.15-19）
■ �IX. Biennial of Animation Bratislava：ブラティスラバ／スロ

バキア
　コンペティションノミネート（2008.10.14-18）
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Topics 4 JOSHIBI倶楽部・トークinギャラリー「アートへご招待」
　美術やアートの魅力を広く社会に伝えよ
うと、若者たちで賑わう原宿・表参道ヒル
ズにある「Galerie412」を会場に、6月
14日、10月31日、11月29日の3回にわ
たり、JOSHIBI倶楽部「アートへご招待」
と銘打ったトークショーを開催しました。
初回「アートに癒されて－医は美術なり－」
は、ヒーリングアートの分野で活躍中の山
野雅之先生を囲んで、人々の心に癒しを与
えたり、元気づけたりする美術・アートの
働きをテーマに。第2回「コミュニティと
アート－アートに何ができるか－」では、
11月22日に相模原キャンパスで開催さ

れた「文化政策と CCDセミナー」のプレ
イベントを兼ねて、アートプロデューサー
として著名な北川フラム先生に、地域の活
性化やコミュニティの再生に向けた芸術文
化、アートの可能性を。第３回「アートの
ゆくえ－美術は何処から来て何処へ行くの
か－」では、美術評論家の北澤憲昭先生と
杉田敦先生により、現代美術を中心に美術
界の状況や今後のアートの展望について、
それぞれ30名ほどの聴衆を前に、サロン
風な雰囲気の中で楽しいお喋りが繰り広げ
られました。大学では今後も社会活動の一
環として、話題性のある魅力的なテーマを

設け、女子美の「今」を社会に発信してい
きたいと考えています。
� （芸術学部 基礎教養系教授　稲木 吉一）

ファッション造形学科主催
草月流家元 勅使河原 茜さん 特別講義

　12月2日、10号館1011教室でいけば
な草月流第四代家元、勅使河原茜さんの特
別講義が行われました。
　草月流についての説明がなされたあとは、
家元による、いけばなを実演しながらの講
義となりました。会場をぐるりと囲むよう
に用意された6つの花器にそれぞれの表情
で手早く花をいけていくその力強いパ
フォーマンスに会場は熱気に包まれました。
「勿論、植物は普通に生えている状態が美
しくて力強いのですが、そこに人の想いを
込めるのが『いけばな』。でも植物を無視し
てはいけない。自分の思ったとおりにしよ
うとしてはいけない。左に向かせたくても

右を向いた状態の方が美しかったりもしま
す。生きていますから。その環境の中で一
番美しいところを見つけてあげられること
が一番大事です。」と語られました。
　最後に家元から学生へのメッセージとし
て「今日のこのちょっとした時間でいけば
なの概念が変わっていただけたら光栄に思
います。畳の上で大人しくお花を飾るとい
うものだけではないのです。創造するとい
うことは楽しむことが一番。皆さんも作品
を作っているときは怖いけど楽しいとか、
挑戦しようとか、いろいろ葛藤があるで
しょうけど、私たちも植物と向き合って、
どうすれば美しく存在させることができる

プロフィール
勅使河原 茜（てしがはら　あかね）
いけばな草月流第四代家元。
1960年、三代家元で映画監督でもあった勅使河原宏の次女と
して生まれる。
2001年家元継承。「自由な創造」を大切にする草月のリーダー
として、みずみずしくおおらかないけばな作品を国内外で精力
的に発表する一方、多様化する生活スタイルにふさわしい新し
いいけばなの可能性を求めて、公共空間や商業スペースでの作
品制作、能やバレエの舞台美術など多方面で創作活動を展開。
植物から得たインスピレーションをもとにジュエリーデザイン
も手掛けている。また、幼稚園教諭の経験を生かして、いけば
なを通じて子どもたちの感性と自主性を育むことをめざす「茜
ジュニアクラス」を開講し、指導に力を注いでいる。

【主な著書】
花のプリズム（草月出版 /1995）
IKEBANA EXPRESSIONS（主婦の友社 /1996）
小さな花（草月出版 /1998）
草月の花 -新しいいけばなの提案（主婦の友社 /2001）
私の花（草月出版 /2007）
はじめての花絵本　あかいはなのほん、ピンクのはなのほん

（講談社 /2008）
竹を割って組むなどのダイナミックなパフォーマンスもあった正月をイ
メージした作品

次々と創りだされるいけばなの世界に息を呑み魅入る学生たち

Lecture 3

のか日々考えております。いけばなは堅苦
しいものではないのでこの日をきっかけに、
花屋さんを覗いてみたり、いけばなの展覧
会に足を運んでみたりしてみてくだい。」と
のお言葉もいただき、学生にとっては今ま
で窺い知ることのなかった世界を体験でき
た有意義な講義となりました。

第2回「コミュニティとアート－アートに何がで
きるか－」の様子

｢J NOTE｣販売開始!!
　女子美オリジナルノート、その名も ｢J
ノート ｣が発売になりました。シルバーの
表紙には女子美の校章、そして ｢JOSHIBI 
UNIVERSITY OF ART AND DESIGN｣
の文字が型押しされてます。大・中・小と
種類も豊富で、いろいろなシーンで活躍し
そうです。

　｢Jノート ｣は各校地の売店で販売中。皆
さん、売店をのぞいてみてください。

大 550円・中 400円・小 250円

Topics 5
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インテリアトレンドショー第27回JAPANTEX2008
「クリエーターズタウン」に出展

東京デザイナーズウィーク2008に参加

吉祥空園soraの展示

　11月19日～22日、東京ビックサイト
にてインテリア業界を代表する企業が世界
から集う国際産業見本市 JAPANTEXが
開催されました。この中で行われる恒例の
イベント「クリエーターズタウン」は国内
外の32校でテキスタイルを専攻する学生
たちが、企業や団体から提供された3つの
素材〈糸、段ボール、フェルト〉から平面、
立体、半立体の作品を制作してプレゼン
テーションするものです。今年のテーマは
「陰影礼讃」でした。本学からは芸術学部工
芸学科、短期大学部専攻科造形専攻工芸デ
ザインコースが参加しました。

【芸術学部工芸学科】
「JOSTLE」
コンセプト
人間の身体・行動を突き動かす「精神・心」を作品に表
現した。人々は感情や意思をぶつけあい、理解しあう事
で生きていく。経験は、良くも悪くも全て自らの財産と
なり、人生の糧になる。その深く豊かな「精神・心」を
大切に思う。精神的葛藤や様々な感情を、異なる素材に
よる凹凸、その奥行きや陰影で表した。また、異なる個
性を持つ人々が共存していく意味を込めて、様々な色が
合わさる事で生まれる深みのある黒で表現した。

【短期大学部専攻科造形専攻工芸デザインコース】
「肉芽」
コンセプト

「肉芽」とは、苗床を使って生まれてくる生命の芽の事を
言います。今まで主として存在していたものをじわじわ
と陰へ追いやる存在は、小さいながらとても大きな存在
です。しかし、やがてその小さな芽も成長し成熟すると、
陰へと還りくたびれ、次の生命体へと吸収されます。こ
の作品では、それの持つ熱いエネルギーが陰影（うち）
から溢れる様子を表現しました。

　10月30日～11月3日、明治神宮外苑中
央広場に於いて東京デザイナーズウィーク
が開催されました。（来場者7万5千人）今
年度から学生作品展示ブース「100％
futures」がテント内で開催され、デザイ
ン全般の展示が可能になりました。
「100％ futures」では5つのテーマがあら

かじめ用意されており、「触れる」「安らぐ」
「食べる」「動く」「守る」の中から自由に選
択できました。そこで環境デザインコース
は課題内容と一番テーマの近い「安らぐ」
を選択し、作品展示の他に『粒子』をテー
マに安らぎを感じるブースの展示を行いま
した。またプロダクトデザインコースでも

「安らぐ」イスをテーマにしたブースを出展
し、メディアアート学科は「触れる」をテー
マに掲げたインタラクティブアート作品の
ブースを出展しました。他にも産学協定の
プロジェクトにデザイン学科の学生が参加
するなど、例年にも増して盛りだくさんな
印象となりました。

　吉祥寺伊勢丹 FFビルの3階に屋上庭園
「吉祥空園 sora」が、2006年11月オー
プンしました。その中の「アートスペース」
を財団法人武蔵野市開発公社のご好意によ
り本学が借りることができ、昨年12月よ
り展示をおこなっています。今までの展示
は、井上尚子さん（大学院美術専攻版画修
了）、桜井龍さん（デザイン学科助手）、常
盤美賀さん（大学院美術専攻立体芸術2年）、
金子ひとみさん（大学院美術専攻立体芸術
2年）、デザイン学科4年生（プロダクトデ
ザインコースの学生9名）、田村俊明先生
（デザイン学科教授）の6期です。来年度も
4期の作品展示が予定されています。とて
も綺麗な武蔵野のイメージの庭園です。お

近くにお出掛けの時はぜひ、お立ち寄りく
ださい。

（なお、展示希望の方はデザイン学科田村
俊明教授までご連絡ください。）

井上 尚子 常盤 美賀

金子 ひとみ 田村 俊明

桜井 龍

プロダクトデザインコース4年生

デザイン学科プロダクトデザインコースブースデザイン学科環境デザインコースブース メディアアート学科ブース
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NEWS & Topics
NEWS 1 えどがわ伝統工芸産学公プロジェクトがグッドデザイン賞

2009年ヴェネチア・ビエンナーレ 日本館コミッショナーは南嶌宏教授に

　この度、えどがわ伝統工芸プロジェクト
の活動が2008年度グッドデザイン賞を
受賞しました。このプロジェクトは、女子
美術大学・東京造形大学・多摩美術大学の
3大学が江戸川区と江戸川区の伝統工芸者

と連携し、新しい製品の開発や PRの支援
を行うものです。
　グッドデザイン賞は一般的に「もの」が
受賞しますが、今回は活動そのものが受賞
しました。（カテゴリー：新領域［先駆的、

実験的なデザイン活動］）
　この受賞は、えどがわ伝統工芸プロジェ
クトが先駆的、実験的なデザイン活動とし
て、社会的・客観的に高く評価されたこと
を意味しています。

� 東京デザイナーズウィークedogawa3出展時の様子

NEWS 2

　10月16日、第53回ヴェネチア・ビエ
ンナーレ美術展の出品作家の発表があり、
芸術学部芸術学科の南嶌宏教授が企画案を
出した、やなぎみわ氏の「Strolling Party
－老少女劇団」（仮題）が出品されることが
決定しました。ヴェネチア・ビエンナーレ
の日本館の展示企画は前回からコンペ形式
で決定することになっています。国際交流
基金が指名したコミッショナー候補がそれ
ぞれ１名の出品作家を選んで展示企画案を
応募し、その中から1名の企画案が選出さ
れます。今回は椹木野衣氏よりヤノベケン
ジ案、光田由里氏より野口里佳案、南雄介
氏より中村一美案が提出された中から南嶌
教授のやなぎみわ案が選出されました。
　「コミッショナー候補として話を受けた
瞬間にやなぎみわ案が頭に浮かんだ」と話
す南嶌教授。その展示案は、日本パビリオ

ンそのものをテントで覆うというもの。「パ
ビリオンを本来の姿に戻す、という意味も
あります。元はハレの場の仮設展示物であ
るのに、なぜか半世紀以上同じ公園にあり
続けているのですから。」とやなぎ氏。内部
は、天井に届きそうな巨大なフォトスタン
ドに入ったジオラマを用いた老女と少女の
ポートレートを展示するという構想です。

また写真のほかに映像作品も展示予定との
ことで、映像の中では老若が混じり合い、
時間軸や老若という二項対立から解放され
た空間を作りたいと話されていました。
　開催期間は2009年6月7日～11月22
日です。ぜひベニスまで足を伸ばしてみて
ください。

Topics 9
日本最大級の環境展示会

「エコプロダクツ2008」学生有志が参加
　12月11日～13日の3日間、東京ビッグ
サイトにておこなわれた「エコプロダクツ
2008」内の「アルミ缶リサイクル協会」
ブースにおいて、芸術学部2年生学生有志
23名による作品が展示されました。
　映画『ウォーリー』とタイアップして飲
料の使用済み空き缶におけるリサイクル意
識を向上させることを目的とした企画で、
本学をはじめ、千葉工業大学、東京造形大
学の3大学がそれぞれのコンセプトで “ア
ルミ缶ウォーリー” を制作しました。

荒木 美由さん 
（芸術学部立体アート学科2年）
　本作『つなぐ』は、ごみとして普段扱われているア
ルミ缶が、ウォーリーによって徐々に美しく変化し
ていき芽を出す（自然に還る）様を表現しています。
　映画「WALL・E／ウォーリー」の主人公であるウ
ォーリーをモチーフとしていますが、実物を忠実に
再現するのではなく、ウォーリーからイメージする
立体作品を制作しました。金属溶接やバスケタリー

（編み組みによるカゴの技法）など、さまざまな技法
を用いています。

左：南嶌 宏教授 右：やなぎみわ氏外観イメージ ©Miwa Yanagi 2008
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Topics

文部科学省競争的資金のＧＰに3件採択Topics 10

　2008年度に女子美術大学の各取組プログラムが、3件のGPに採択されました。文部科学省が定めるGPとはGood Practice:優れ
た取組を指します。この採択により本学は重点的な財政支援を受けることができ、より充実した教育環境が整います。

学生支援 GP 　学生支援 GP　新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム
「美大でのリエゾン型キャリア形成支援プログラムの展開…キャリアポートフォリオを携えてソーシャルデビュー…」

学生の学習支援とキャリア教育：女性のキャリア形成支援を実践する美大教育
　地域や他の教育機関、卒業生、企業など
と連携することで美大を卒業する学生が生
涯を通してキャリア形成をおこなえるよう
支援するものです。学生全員に作品ファイ
ル「ポートフォリオ」を作ることを義務づ

け、それをアーカイブ化した電子ポート
フォリオを開発します。学生はそこに学
習・制作上の問題を書き込み、それに対し
て教員が助言を与え、その履歴をデータ化
していくことで、教職員による全学的な

キャリア支援が可能になります。また企業
や卒業生が実務の現場から実践的な教育サ
ポートを施せるシステムの導入も視野に入
れています。

大学院 GP 　大学院教育改革新プログラム
「表現空間創出による高度人材育成と職域開発…実践的プラットフォームとアートセンター機能による大学院の実践主体化…」

大学院を実践的プラットフォームとした高度人材の継続的育成
　大学院を、社会から切り離された研究の
場ではなく、実践の場となるよう大学院生
の自発的な活動を資金面などからサポート
していくことと、そこで実践的に学んだ大
学院生が大学院を修了したあとに活躍でき

る職業の領域を広げていくことを目指すプ
ログラムです。具体的には大学院生による
ワークショップ、イベント、プロジェクト
などの活動を促すこと。批評、討議、編集
などをおこなう場を増やすこと。そして活

動記録のアーカイブ化などを進めることで、
エディター、アート・ライター、展示やワー
クショップのコーディネーター、教育プロ
グラム・ディレクターなどの仕事ができる
人材の育成を目指します。

教育 GP 　質の高い大学教育推進プログラム
「素材と環境教育が促す日本ブランド力の発信…素材と環境教育を通した体験フィールド創出プログラム…」

環境とは生きること。アートとデザインにより日本から世界へと貢献する国際力を持つ人材育成を行う
　素材教育と環境教育の実践によって、学
生の柔軟な発想や創造的な思考力をデザイ
ンへ応用し、デザイン力を学内から国内へ、

さらに国内から海外へと発信していく取り
組みです。持続的に発展可能な社会づくり
を担える人材の育成と、素材に着目するこ

とでより大きな観点から地球環境を捉え、
循環型の社会を形成することのできる人材
の育成を目指しています。

File?展第2回…一つのファイルが、
わたしをまるごと抱えている（芸術学
部洋画研究室）
この展覧会では、各専攻の女子美生の記録
集、資料集を『ファイル』として展示しま
した。表現者にとっての『作品ポートフォ
リオ』の実現性と社会との関係性を問い掛
けています。自己表現と社会性獲得という
原点発見の取組でもあります。2007年9月
27日～10月19日迄、女子美アートミュー
ジアム (JAM)ロビーにて開催しました。

ACP(artist-critic program)
ACPは、2007年度から実施されている批
評実践プログラムで、学内外の実技系学生
から募集したアーティストが作品のプレゼ
ンを行い、それを芸術表象ゼミの院生が批
評するという試みです。批評は、プレゼン
そのものに対して行われ、批評を検証する
場として、「批評の批評」を行うのも特徴で
す。2008年度から、プレゼンに対する批
評を具現化する展覧会の企画 ･運営も行っ
ています。

半原繊維産業プロジェクト
ファッション造形学科の学生が、神奈川県
を代表する繊維の産地、半原のさらなる飛
躍と地域の活性化を目指した活動に取り組
んでいます。2003年度にスタートしたこ
の活動、本年度は新製品の開発に取り組み
ました。地域大学生から構成されるマーケ
チームによる市場調査に基づき、本学学生
がデザイン・パッケージを提案。試作品の
製作や、パッケージ・価格・販路・販売方
法の提案、検討を経て、市場性の高い新製
品の開発に成功しました。

JOSHIBI rainbow award
卒業制作の選抜学外展として2006年度か
ら実施している「女子美スタイル☆最前線」。
2007年度には「rainbow award」という
賞を設け、出展した作品の中から、表現者
としての可能性を感じさせる、感性、才能、
問題意識をもつ作品に対して授与しました。
作家として今後社会の様々な立場からの評
価に晒されるようになる学生の第一歩です。

CLOSET
『CLOSET』は、2007年、批評誌として本
学大学院修士課程芸術文化専攻の大学院生
により創刊されました。当初は、ACPの活
動報告書として位置づけられていましたが、
より広く批評を推進するメディアとして、
積極的にインタビュー、特集などを企画し
ています。

日本手拭 B反プロジェクト
工芸学科、ファッション造形学科の学生が、
日本独自の染色法である注染 (ちゅうせん )
に着目し、B反という織り傷やスレの反物
に注染を施し日本手拭の質感の良さと手触
りをアピールした実践的プロジェクトです。
明治40年頃に始められた型染の一種で、
「量産ができる手仕事」として評価される世
界でも類を見ない独特の技術です。この技
法を正式に高等教育機関で授業展開するの
は本学芸術学部工芸学科のみです。
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J A M
J A M 女子美アートミュージアム展覧会情報
JAM展覧会報告
平成20年度 女子美術大学 女子美術
大学短期大学部 退職教員記念展
　本年度で定年退職される実技系の7名の
教員による展覧会。赤沼國勝先生、木下道
子先生、見城美子先生、鴫剛先生、高間夏
樹先生、瀧本英男先生、立石雅夫先生それ
ぞれの専門分野の多種多様な作品を展示し
ました。会期中に行った鴫先生、高間先生
のギャラリートークには、学生、卒業生を
含めて約200名が集まり、大盛況のうちに
終わりました。
� （2008年9月17日～10月26日）

第30回造形さがみ風っ子展
　今年も相模原市内小・中学校の子ども達
の多彩な作品が一堂に展示されました。今
年は11校が出品し、連日たくさんの子ど
も達を迎え、にぎやかな会場となりました。
� （2008年10月30日～11月3日）

第3回　File?展
　今年で3回目となる洋画研究室企画の
「File ？」展がロビーにて開催されました。
　70名を越える女子美生から応募された
作品はどれも力作で、見ごたえのある展示
となりました。
　会期中には授賞式も行われ、美術館から
は「館長賞」として伊勢克也館長の作品集
を、「JAM賞」としてオリジナル手ぬぐいを、
各受賞者に贈りました。
� （2008年12月4日～12月12日）

ガレリアニケ展覧会報告
女子美ガレリアニケとは：若手女性作家を中心に、女
性をテーマとして作家や作品などを取り上げるだけ
でなく、教員をはじめ芸術学部・短期大学部、同窓生
から公募した企画を中心に、展覧会、パフォーマンス、
ワークショップ、トークショーなどを開催しています。

Looking In and Looking Out (side 
the Box)－見る､そして見る｡－
後藤 冨美子（芸術学部芸術学科造形学専攻卒）の
展覧会。
企画：伊勢 克也（短期大学部造形学科デザインコース教授）
� （2008年8月23日～9月12日）

小野克子展 －油彩･ドローイング･版画－
小野 克子（芸術学部絵画学科洋画専攻准教授）の
展覧会。
企画：上葛 明広（芸術学部絵画学科洋画専攻教授）
� （2008年9月22日～10月3日）

女子美×電通 人権アート・プロジェクト ポ
スター展
企画：川口 吾妻（芸術学部メディアアート学科教授）
伊勢 克也（短期大学部造形学科デザインコース教授）
� （2008年10月6日～10月10日）

gender game 
卒業生、在学生によるジェンダー、セク
シュアリティへのアプローチ企画
企画：杉田 敦（芸術学部基礎教養系准教授）
� （2008年10月14日～10月31日）

Works 7×7 in NIKE －立体－展
14名の作家による立体作品展。
企画：仙石 克巳（芸術学部芸術学科教授）
� （2008年11月5日～11月28日）

1517,806㎞　沖縄県立芸術大学彫刻専攻
×女子美術大学立体アート学科交流展
企画：平戸 貢児（芸術学部立体アート学科教授）
� （2008年12月2日～12月26日）

ガレリアニケ展覧会予告
はっぴぃ♥ぱんつ
櫻井 彩（芸術学部メディアアート学科卒）の展覧会。
企画：羽太 謙一（芸術学部メディアアート学科教授）
� （2009年1月6日～24日）JAM展覧会予告

平成20年度女子美術大学大学院修了制作作品展
　平成21年3月に大学院を修了する学生の修了制作を約50点展示します。
�※�2008年11月4日～2009年3月8日は、収蔵作品整理のため、長期休館いたします。

韮崎大村美術館が韮崎市に寄贈されましたNEWS 3

　本学の理事長である大村智氏が館長を務
める「韮崎大村美術館」が2008年10月1
日、所有する美術品とともに山梨県韮崎市
に寄贈され、｢韮崎市立大村美術館｣として
新しいスタートを切りました。
　10月1日に行われた再オープンの記念
式典には横内韮崎市長をはじめ、多くの関

係者が集まり、新しい市立美術館の誕生を
見届けました。｢優れた美術品は人類全て
の共有財産 ｣という開館当初のお言葉通り、
大村理事長はこの式典で、今後もこの美術
館が多くの方に親しまれ、気軽に立ち寄れ
る美術館になってほしいとお話されました。
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NEWS
NEWS 4 100周年記念大村文子基金
　創立100周年記念事業の一環として、

「100周年記念大村文子基金」は、平成11
年に大村智理事長夫妻からの寄付を基に、
文子令夫人のお名前をいただいて設立され
ました。この基金によって運営されている

「女子美パリ賞」（第10回）、「女子美ミラノ
賞」（第2回）、「女子美制作・研究奨励賞」（第
8回）、「女子美美術奨励賞（留学生対象）」（第
7回）、そして本基金の目的のために功績の
あった者、及び団体に贈られる「大村特別
賞」が以下の方たちに授与されました。

■平成21年度　女子美パリ賞
［パリ国際芸術都市のアトリエ利用権／副賞　100万円］

石橋 恵美
平成6年 女子美術大学付属高等学校卒業

平成8年 短期大学造形科彫塑専攻卒業

「七色飛行人」H250×W130×D150㎝／F.R.P／2006年
Photo：斉藤 さだむ

■平成20年度
　女子美 制作・研究奨励賞

［副賞　各20万円］

小野 さおり
平成16年 芸術学部絵画科洋画専攻卒業

平成18年 美術研究科修士課程美術専攻洋画領域修了

「青い鳥」162.1×130.3㎝／キャンバス、油彩／2008年

■平成20年度
　女子美美術奨励賞（留学生対象）

［副賞　各10万円］

受賞者 Patricia Bermudez Bagniewski
大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸研究領域2年次在籍

国籍　ブラジル

「message in a bottle」60×40×70㎝／キャストガラス、吹きガラス、写真、鏡／2008年

■平成20年度　女子美ミラノ賞
［ミラノの本学借り上げマンションの貸与／副賞　各20万円］

重藤 槇子
芸術学部工芸学科4年次在籍

「nekojarashi」90×180㎝／ウール／2006年

青野 素良
大学院美術研究科修士課程デザイン専攻

ファッション造形研究領域2年次在籍

「principal」JAMロビーラウンジ／2007年

藤井 聡子
平成9年 芸術学部絵画科日本画専攻卒業

平成14年 東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程
文化財保存学保存修復日本画修了

「暉
き て

轍
つ

」100×100㎝／キャンバス、油彩／2007年

金 侖正
芸術学部立体アート学科2年次在籍

国籍　韓国

「evolution」40×27×15cm／石灰岩／2008年

蔡 知垠
短期大学部造形学科デザインコース1年次在籍

国籍　韓国

「CHAE JI EUN」27×35×27㎝／フィルム、スチレンボード／2008年

堀込 幸枝
平成12年 女子美術大学付属高等学校卒業
平成16年 芸術学部絵画科洋画専攻卒業

平成18年 美術研究科修士課程美術専攻洋画領域修了

「position」162×162㎝／キャンバス、油彩／2007年

■平成20年度　大村特別賞　　［副賞　記念品］

受賞団体　「脇阪克二展実行委員会」　委員長 大澤 美樹子
　展覧会名「北欧の夢 ニューヨークの洗練 日本の情緒 脇阪克二テキスタイルデザインの世界」
　会　期：平成20年5月17日～6月29日　（女子美アートミュージアム開催）

【選考理由】
本学卒業生・教職員・学生達が相互の専門分野を生か
し、一致団結した協力体制により、本展覧会を成功
へと導いた。また、展覧会に付随する企画イベント
を通して国内外の企業・専門家との異文化交流、あ

るいは日本の伝統文化への造詣を深める等社会に及
ぼした影響は多大であり、その活動を各種メディア
等で紹介されたことにより、女子美の知名度向上に
貢献したため。
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第44回神奈川県美術展
【平面立体部門】
準大賞
廣瀬公美（大学院美術研究科修士課程美術
専攻洋画研究領域1年）

ユニアート賞
池田巳奈（大学院美術研究科修士課程美術
専攻洋画研究領域1年）

【工芸】
美術奨学会賞
金子ひとみ（大学院美術研究科修士課程美
術専攻立体芸術研究領域2年）

第34回現代童画展
入選
佐藤茜（大学院美術研究科修士課程美術専
攻立体芸術領域2年）

「世界絵画大賞」
国際展賞
黒木南々子（大学院美術研究科修士課程美
術専攻絵画領域1年）

JFW JAPAN CREATION 
2009A/W テキスタイルコンテスト
入賞
三原瑞葵（大学院美術研究科修士課程美術
専攻工芸領域織コース1年）
広瀬菜月（芸術学部ファッション造形学科
4年）
本田絵里香（芸術学部ファッション造形学
科4年）

第46回 朝日陶芸展
入選
小森谷薫（大学院美術研究科修士課程美術
専攻工芸領域陶コース1年）

第14回 真綿のヴィジュアル・アート
公募展
入選
高田文（芸術学部立体アート学科3年）

第85回 春陽会［絵画部］
奨励賞
中臺ゆう子（短期大学部造形学科美術コー
ス絵画研究生）

学内卒業・修了制作展のお知らせ

学外卒業・修了制作展のお知らせ

●女子美術大学・女子美術大学短期大学部　卒業制作展
芸術学部：相模原キャンパス
日時：3月13日㈮～3月16日㈪10:00～16:00
短期大学部：杉並キャンパス
日時：3月13日㈮～3月15日㈰10:00～16:00

●大学院　修了制作作品展
日時：3月9日㈪～3月20日㈷10:00～17:00（入館は16:30まで）
会場：�女子美アートミュージアム（相模原キャンパス内）
●芸術学部芸術学科卒業研究要旨発表会
日時：1月20日㈫～21日㈬10:00～
会場：相模原キャンパス2号館224教室

●芸術学部芸術学科優秀卒業研究
　および大学院修士論文発表会
日時：3月15日㈰13:00～
会場：相模原キャンパス2号館224教室

女子美スタイル☆最前線
日時：�2月11日㈷～2月15日㈰ 

12:00～19:30（入場は19:00まで）
会場：�BankART Studio NYK　神奈川県横浜市中区海岸通

3-9（TEL.045-663-4677）
平成20年度東京五美術大学連合卒業・修了制作展
日時：�2月19日㈭～3月1日㈰※2/24は休館 

10:00～18:00
会場：国立新美術館　東京都港区六本木7-22-2

【大学院　美術研究科】
●博士後期課程美術専攻造形表現研究領域

「女子美術大学大学院美術研究科美術専攻博士後期課程
造形表現研究領域修了制作作品展」
日時：�2月8日㈰～2月14日㈯ 

11:00～19:00（最終日：～17:00）
会場：ギャラリー青羅　東京都中央区銀座3-10-19
●修士課程美術専攻洋画研究領域1年

「女子美術大学大学院美術研究科美術専攻洋画研究領域
修士1年作品展」
日時：�1月25日㈰～1月31日㈯ 

11:00～19:00（最終日：～17:00）
会場：ギャラリー青羅　東京都中央区銀座3-10-19
●修士課程美術専攻洋画研究領域2年

「女子美術大学大学院美術研究科美術専攻洋画研究領域
修士2年作品展」
開期：�2月1日㈰～2月7日㈯ 

11:00～19:00（最終日：～17:00）
会場：ギャラリー青羅　東京都中央区銀座3-10-19
●修士課程美術専攻日本画研究領域

「START　大学院日本画修了生有志展」
日時：�2月23日㈪～3月1日㈰ 

10:00～18:30（初日：13:00～、最終日：～17:00）
会場：�東京銀座画廊　東京都中央区銀座2-7-18銀座貿易ビル

（TEL.03-3564-1644）

●修士課程美術専攻工芸（染・織）研究領域
日時：�2月19日㈭～2月24日㈫ 

11:00～19:00（最終日：～17:00）
会場：�PROMO-ARTE Project Gallery 東京都渋谷区神宮前

5-51-3GALERIA 2F（TEL.03-3400-1995）
●修士課程デザイン専攻ファッション造形研究領域

「まんだらのこころ」
日時：�1月13日㈫～1月17日㈯10:00～17:00
会場：�成願寺　東京都中野区本町2-26-6 

（TEL.03-3372-2711）

【芸術学部】
●工芸学科

「女子美術大学芸術学部工芸学科染織陶硝子コース卒業
制作展」
日時：�2月20日㈮～3月1日㈰ 

11:30～19:00（最終日：～17：00）
会場：�BankART Studio NYK　神奈川県横浜市中区海岸通3-9 

（TEL.045-663-4677）
●立体アート学科

「lady」
日時：�3月5日㈭～3月9日㈪ 

11:00～18:00（最終日：～12:00）
会場：�山脇ギャラリー　東京都千代田区九段南4-8-21 

（TEL.03-3264-4027）
●デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
2009年女子美術大学ヴィジュアルデザインコース有志
卒業制作「SEKI展」
日時：�3月20日㈮～3月24日㈫ 

11:30～19:00（最終日：～17:00）
会場：�BankART Studio NYK　神奈川県横浜市中区海岸通3-9 

（TEL.045-663-4677）
●デザイン学科ヴィジュアルデザインコース

「卒展」
日時：�3月6日㈮～3月8日㈰11:00～20:00
会場：�ラフォーレミュージアム原宿　東京都渋谷区神宮前

1-11-6ラフォーレ原宿6F（TEL.03-3475-0411）
※�芸術学部デザイン学科ヴィジュアルデザインコースは、2会場で開催予定。

●デザイン学科プロダクトデザインコース
「2008年度女子美術大学芸術学部デザイン学科プロダ
クトデザインコース卒業制作展」
　日時：3月20日㈮～3月22日㈰　時間未定
　会場：�東京デザインセンター　東京都品川区東五反田5-25-19 

（TEL.03-3445-1126）
●メディアアート学科

「Palette」
日時：�3月4日㈬～3月9日㈪ 

11:00～21:00（最終日：～19:00）
会場：�横浜赤レンガ倉庫　神奈川県横浜市中区新港1-1-1 

（TEL.045-211-1515）
●ファッション造形学科

「女子美術大学芸術学部ファッション造形学科有志
2008年度卒業制作展」
展示日時：�2月7日㈯11:00～19:00
Fashion Show：2月8日㈰
時間：�開場13:00～・開演13:30～ 

開場15:00～・開演15:30～ 
開場17:00～・開演17:30～

会場：�BankART 1929 Yokohama　神奈川県横浜市中区本
町6-50-1（TEL.045-663-2812）

【短期大学部 造形学科】
●デザインコースクラフトデザイン系　陶芸・メタルデザイン

「陶芸、金工、漆芸展」
日時：�2月15日㈰～2月21日㈯ 

11:00～19:00（最終日：～17:00）
会場：�ギャラリー青羅　東京都中央区銀座3-10-19美術家会

館1F（TEL.03-3542-3473）
●デザインコースクラフトデザイン系　テキスタイルデザイン

「卒業制作学外展」
日時：�2月23日㈪～3月1日㈰ 

11:00～18:30（最終日：～16:00）
会場：�銀座アートホール　東京都中央区銀座8-110高速道路

ビル（TEL.03-3571-5170）


	OGインタビュー
	アーティスト　工藤 麻紀子さん
	芸術学部メディアアート学科 主催
	ズビグニュー・リプチンスキー×山村浩二　特別対談
	女子美祭2008
	杉並キャンパス
	相模原キャンパス
	2008年度バーミンガム・アート・デザイン学院海外サマー・スクールの報告
	フィンランドからの留学生
	クローズアップ④
	ファッション造形学科 3年有志　ファッションショー
	デザイン学科 客員教授
	仲條正義 先生 特別授業
	文化政策とCCDセミナー〈持続可能な文化発展〉
	バス停とぶどう箱デザインで町づくり
	第２回こどもアニメーションフェスティバル開催
	メディアアート学科卒業制作が世界各国で上映
	ファッション造形学科主催
	草月流家元 勅使河原 茜さん 特別講義
	JOSHIBI倶楽部・トークinギャラリー「アートへご招待」
	｢J NOTE｣販売開始!!
	インテリアトレンドショー第27回JAPANTEX2008
	「クリエーターズタウン」に出展
	東京デザイナーズウィーク2008に参加
	吉祥空園soraの展示
	えどがわ伝統工芸産学公プロジェクトがグッドデザイン賞
	2009年ヴェネチア・ビエンナーレ 日本館コミッショナーは南嶌宏教授に
	日本最大級の環境展示会
	「エコプロダクツ2008」学生有志が参加
	文部科学省競争的資金のＧＰに3件採択
	女子美アートミュージアム展覧会情報
	韮崎大村美術館が韮崎市に寄贈されました
	100周年記念大村文子基金
	公募展受賞者紹介
	卒業制作展・修了制作展のご案内


